
 

今後のスケジュールについて（案）                              

年
度 流域委員会 

これまでに実施された 
審議／予定（案） 

 
流域委員会の全体フロー 

 
河川整備計画策定までの全体フロー 

平
成
16
年
度 

設立会 
第１回 
5月29日 
 
第２回 
8月25日 
 
第３回 
11月29日 
 
第４回 
1月28日 
 
 
第５回 
3月14日 

流域委員会規約 
情報公開方法・ 
流域委員会の進め方 
 
特徴・歴史① 
 
 
特徴・歴史② 
空間利用① 
 
特徴・歴史③ 
空間利用② 
環境① 
 
空間利用③ 
環境② 
利水① 

 
 
 
 
 

 

平
成
17
年
度 

第６回 
6月14日 
 
 
第７回 
9月1日 
 
第８回 
10月14日 
 
 
第９回 
12月21日 
 
第 10 回 
2 月 15 日 

環境③ 
利水② 
治水① 
 
利水③ 
治水② 
 
治水③ 
第 1 回～第 7 回の 
委員会の意見集約例 
 
委員会の意見整理例（案）
① 
 
委員会の意見整理例（案）
② 
・河川整備計画の骨子 
・流域、治水、利水、環境
の現状 
・今後の課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
18
年
度 

第 11 回 
5 月 15 日 
 
 
第 12 回 
2 月 23 日 

 
・河川整備計画の原案の
叩き台の提示、および意見
交換 
 
・河川整備計画に向けた大
和川の取り組み 

 
 
 

 
 

平
成
20
年
度 

 
第 13 回 
2 月 27 日 
 
第 14 回 
3 月 25 日 

 
・基本方針（案）の報告 
 
 
・関係住民意見の聴き方の
提示、および意見交換 

  

平
成
21
年
度 

 
第 15 回 
以降 

 
・関係住民意見の聴き方の
提示、および意見交換 
 
・河川整備計画（原案）の
提示、および意見交換 

  

 

情
報
の
共
有
化 

課題の抽出・整理とその対応 

委員会の意見
整理例 

委員（会）の作業

河川管理者の作業

第 14 回大和川流域委員会 

（H21.3.25） 

資料３ 

関係住民意見の 
聴き方について意見 

 
河川整備計画の
原案の叩き台 

の提示 
 

整備計画の原案の 
叩き台について意見 

河川整備計画の策定

河川整備計画
（原案）の提示 

河川整備計画の
骨子案の提示

課題の抽出 

関係住民から
の意見聴取 

 
河川整備計画（原案） 

について意見 

河川整備計画（案） 
の確認 

知事の意見 

河川整備計画 

（案）の作成 

関係住民意見の
聴き方の提示 

反映

委員会の意見

整理例（案） 

望ましい大和川の姿 

大和川のあるべき姿 などについての議論

 委員による現状 

 についての説明

河川管理者による 

現状についての説明

現状把握

情報共有化の進め方
・現地視察

・現状説明

意見聴取 
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基本方針 
整備計画原案 流域委員会 

（委員からの意見） 
(2)河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

ウ 河川環境の整備と保全 

 
 
 
地域の魅力と活力を引き出す積極的な河川管理につい

ては、大和川が地域の祭り、スポーツレクリエーション、

散策など地域住民の憩いの場として利用されているこ

とも踏まえ、河川に関する情報を地域住民と幅広く共有

し、住民参加による河川清掃、河川愛護活動等を推進す

るとともに、防災学習、河川の利用に関する安全教育、

環境教育等の充実を図る。 

 

 
 

 
 
 
 
 
○)河川清掃、河川愛護活動の推進 

大和川は地域の祭りやスポーツレクリエーション、散策など地域

住民の憩いの場として利用されており、良好な河川環境を維持する

ために、①行政機関、市民・研究者のネットワーク と連携を図ると

もに、資材の提供やゴミの処分など、住民参加による河川清掃の支

援を行う。 
 
○)防災学習、環境教育の推進 

 ②大和川での学習を通じて、子供たちが川への興味や願いを持

ち、地理、歴史および環境への関心を持てるような河川を目指し、

ゴミ捨て禁止看板の設置や、地域住民、関係住民団体、関係機関と

河川愛護活動を推進するとともに、③利用者のモラル向上に向けた

啓発活動を含めて、防災学習、河川の利用に関する安全教育、環境

教育に係る出前講座の充実を図る。 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
① 川の浄化や環境再生は、国・

府県や市町村等の行政機関

の連携、そして市民・研究者

のネットワークとの連携も

必要である。（第 3 回委員会） 
 
 
② 大和川での学習を通じて、子

供たちが川への興味や願い

をもち、地理、歴史、そして

環境への関心を持ち始める

ことを期待している。（第 5
回委員会） 

 
 
③ 清掃だけで川がきれいにな

るとは思えない。ゴミを減ら

すことや捨てないというモ

ラルの問題を提起すべきで

ある。(第 12 回委員会) 
 
 
 
 

A

河川整備計画（案）整理表の事例 

A




